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キャンパスは琵琶湖。
テキストは人間。
滋賀県立大学のモットーです。
新しい時代が求めているのは地域の課題解決に働ける人間。
その基礎を学んでください。

いま、たくさんの課題が皆さんの生活や未来を取り巻いています。その大半は、企業や
個人、また行政がそれぞれのフレームのなかで努力を続けても成果が見えにくい複雑な
ものになっています。それを解決する方法が「地域協働」です。
立場も価値観も異なる人々が集まり、いっしょになって課題を見つけ、改善点を洗い出し、
それぞれの視点を大切にした意見やアイデアを出し合い、ひとつにまとめて解決に向かう。
ひとつの行動スタイルと考えてください。
しかし、多くの人はまだそのやり方を知りません。地域協働はなんとなく始まるものでも、
勝手に発生するものでもないのです。そこには、立場や価値観を超えて協働者をひとつ
に結び、最良の成果を目指してチームを引っ張っていくリーダーが必要です。滋賀県立
大学は、この人材育成を目指し開学しました。
「キャンパスは琵琶湖。テキストは人間。」というモットーのとおり、大きな琵琶湖と周辺地域
のすべてを学びの場として、地域の自然や産業や歴史や文化と調和的に暮らす人々の生き
方に学んでいます。私たちは親しみを込めて、それを【放流教育】と呼んでいます。
自ら出会い、自ら学ぶ。
自分を磨くのはあくまで自発的な行動であり、それを助けるのがこの大学の役割です。
琵琶湖で育った地鮎は全国の河川に放流すると見違えるように大きく育ちます。滋賀県立
大学が育てたいのは、地元滋賀県はもちろん、全国の地域で活躍できるリーダーです。
ようこそ、琵琶湖へ。

■滋賀県立大学沿革

昭和25年（1950年） 4月 滋賀県立短期大学開学（工業科、学芸科）

  滋賀県立農業短期大学開学（農業科）

昭和31年（1956年） 4月 滋賀県立短期大学組織改編（工業部、農業部、家政部）

昭和33年（1958年） 3月 滋賀県立農業短期大学廃止

昭和46年（1971年） 4月 看護部設置

平成  4年（1992年） 9月 滋賀県立大学基本構想策定

平成  7年（1995年） 4月 滋賀県立大学開学

平成  8年（1996年） 3月 滋賀県立短期大学工業・農業・家政部各科の閉科

平成  8年（1996年） 4月 滋賀県立大学看護短期大学部（併設短期大学）開学

平成11年（1999年） 4月 大学院修士課程開設

  （環境科学研究科、工学研究科、人間文化学研究科）

平成13年（2001年） 4月 大学院博士課程開設（環境科学研究科、工学研究科、人間文化学研究科）

平成15年（2003年） 4月 人間看護学部開設

平成17年（2005年） 3月 滋賀県立大学看護短期大学部（併設短期大学）閉学

平成18年（2006年） 4月 公立大学法人滋賀県立大学設立

平成19年（2007年） 4月 大学院人間看護学研究科修士課程開設

平成20年（2008年） 4月 工学部に電子システム工学科を設置

  環境科学部、人間文化学部の学科を再編

平成21年（2009年） 4月 大学院工学研究科博士後期課程を再編／先端工学専攻開設

平成24年（2012年） 4月 人間文化学部に国際コミュニケーション学科を設置

  大学院工学研究科に電子システム工学専攻（博士前期課程）を設置

イラストレーション：GOIC 山本里士（滋賀県出身）

滋賀県立大学では、SDGsにかかる取組を
推進しています。
滋賀県立大学は、開学以来、「人が育つ大学」、「キャンパスは琵琶湖。テキストは人間。」
をモットーに掲げ、全学を挙げて地域志向の教育、研究、地域貢献活動に取り組んで
きました。「環境と人間」をキーワードとした幅広い学問分野を発展させ、フィールド
ワークなど地域と密接につながる実践的な教育や、地域の課題を発見し解決するため
の研究および地域活動を進めています。
一方、国際社会においては、2015年９月の国連サミットにおいて2030年までの「持続
可能な開発目標」（Sustainable Development Goals：ＳＤＧｓ）が全会一致で採択され
ました。ＳＤＧｓは、持続可能な開発のための17の目標と169のターゲットからなる国際
社会全体の共通目標となっています。
持続可能な開発を目指すＳＤＧｓは、「地域に根ざし、地域に学び、地域に貢献する」を掲
げる本学の基本的な考え方や持続可能な社会の構築を目指して取り組んできた本学の
これまでの教育研究活動とも深くつながるものです。世界および地域の持続的な発展
に貢献することを目指し、本学では、ＳＤＧｓの地域への普及や活動を促進する様々な
取組を行っています。


